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＊実習の目的

　野外調査においては、調査対象が空間的（時間的）に、どの位置にあって、周囲とどのような関係を持っていたか、確認し記録することが重要である。地図が整備されている地域では、地図を用意しそこに記入すればよいが、精密な調査を行う場合、あるいは地図が十分に整備されていない地域で調査を行う際には、自分で地図を作成しながら記録をとるしかない。

　本日の実習では、自然教育園の動植物を観察し、武蔵野台地の自然について理解を深めると同時に、自分で地図を作成して、観察事項をそこに記載する練習を行う。
＊方法

　現在ではGPSを用いて自分の位置を精密に決めることができる。今回は、ハンディGPSのトラックデータとウェイポイントの機能を使用して、班ごとに園内の観察路に沿った生物（植物）の観察記録を作成する。

　なお、電子機器に全面的に依存してしまうと、故障や電池切れの際に身動きが取れなくなる。歩測とコンパスによる方位測定の簡易測量法について習熟しておくことも大切である。今回は時間の都合と、園内での他の見学者に迷惑になることから、GPSのみの実習とする。

　GPSのデータは、カシミール３Dを用いて表示することを想定する。園内全域の観察路を歩いて記録すること。
＊操作上の注意
　GPSは、電源を入れたあと、確実に衛星を捕捉し、記録されていることを確認する。メインメニューでSetupからCalibrationを選び、altimeterを補正する。目黒の自然教育園の入り口は、標高30mである。手に持ったときの高さを考慮して、31mで合わせておく。
　GPSで衛星が捕捉できたら、GPSの示す時刻を確認し、自分のデジカメや写真を撮る携帯電話、デジタルビデオカメラの時計をGPSの表示する時刻と合わせておく。このことはカシミール3Dのデジカメプラグインで写真を表示する際に重要である。
　GPSのアンテナ（表示部上の平たい面）ができるだけ空に向くように持ち、トラックデータが連続的に記録できるように注意する。ポケットにしまったり、カバンに入れたりするのは受信状態が悪化する。
　重要な観察地点では、メインメニューからmarkを選択し、waypointを記録する。番号や名称は任意でよいが、何を観察した地点なのか、ノートに記録しておくこと。それがないと意味がわからなくなる。
＊観察について
　今回の実習は、測量はGPSの記録を利用することで簡略化するので、できるだけ自然教育園の説明を読みながら、動植物の自然を学ぶことに力を注いで欲しい。各班の課題として、国分寺崖線沿いの地形と生物の記録をとる予定であることを考慮し、その準備としての学習を進めて欲しい。
